
金
海
古
蹟
志
巻
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O
馬
捕
之
来
屋

高
治
三
年
七
月
家
屋
敷
盆
引
料
の
定
書
K
.
本
座
御
小
人
・
御
草
履

取
・
御
馬
捕
給
銀
七
拾
目
。
と
あ
り
。
右
御
馬
捕
と
い
へ
る
は
、
御
仲

間
と
も
呼
べ
り
。
藩
侯
の
召
馬
及
び
貨
馬
・
貸
馬
の
御
者
左
り
。
奮
藩

中
は
馬
奉
行
の
裁
許
に
て
、
御
厩
の
御
仲
間
と
稽
し
、
上
等
の
小
者

た
り
。
諸
士
の
馬
捕
を
も
.
仲
間
と
も
別
賞
と
も
呼
ぺ
り
。
承
艇
二

年
E
月
の
建
書
等
に
如
v
左
あ
り
。

畠
晶

道

具

持

仲

間
小
者
役
人

小

者

草

履

取

一
、
百
二
拾
目
・
百
五
匁
・
九
拾
五
匁

一
、
百
目
・
九
扮
目
・
八
拾
五
匁
・
七
拾
回

一
、
七
拾
目
・
六
拾
五
匁
・
五
拾
五
匁

一
、
六
拾
目
・
五
拾
目
・
四
拾
目

つ
三
拾
五
匁
・
二
拾
五
匁

-
一
人
扶
持

右
之
遜
十
村
中
b
も
被
昌
仰
出
-
候
。
給
人
之
面
々
可
v
得
=
其
意
-
者
也
。

小

幡

宮

し

き

せ

承
臨
二
年
正
月
十
八
日

内

長

務

丸
郎
左
街
門

津

回

玄

小
塚
藤
右
衛
門
殿

一
、
九
拾
五
匁

一
、
八
拾
目

二
六
拾
五
匁

右

同

断

上中下

草

履

取

て

七

拾

目

一
、
六
拾
回

一
、
四
拾
五
匁

右

同

断

上中下

あ
ら
し
と

上

て

五

拾

目

て

四

拾

目

て

三

拾

五

匁

下

右
相
建
有
閑
敷
候
。
但
相
封
を
以
御
定
よ
り
給
銀
少
分
に
召
置
候
儀

は
可
v錆
昌
勝
手
次
第
-
候
。
以
上
。

高
治
四
年
正
月
廿
五
日

中

ハ-A 

事

場

来
春
闘
替
役
人
・
鑓
持
・
馬
取
・
乗
物
か
き
・
草
履
取
・
あ
ら
し
と
給
銀
、

嘗
春
相
極
通
可
a
召
抱
-
候
。
此
外
増
銀
替
申
者
於
v
有
v
之
者
可
v矯
司
恥
幽

金
部
官
賦
志
巻
品
川
-

二
八

西

尾

隼

人

殿

莞

役

小

者

一
、
百
十
匁
よ
り
九
十
回
迄

但
、
江
戸
共
外
他
園
詰
仕
候
は
ど
、
十
五
匁
之
増
銀
.
江
戸
へ

蛍
鹿
蹄
遺
候
者
五
h
湖
、
京
へ
三
匁
。

鑓

持

一
、
百
拾
匁

上

目

中

一
、
百

一

、

九

拾

目

下

但
江
戸
其
外
他
闘
詰
仕
候
は
ピ
拾
晶
体
之
増
銀
1

江
戸
ね
常
座
蹄

に
建
候
者
五
加
体
、
京
都
h
は
三
匁
。

馬

取
目

上

一
、
百

一
、
八
拾
五
匁

一
、
七
拾
目

右

同

断

乗
物
か
き
小
者

中下

事
-
候
一
保
、
御
車
中
行
迄
可
昌
相
断
-
候
。
御
定
之
給
銀
よ
り
内
者
不
v
普
候

問
、
相
鈎
を
以
可
=
召
置
-
事
。

右
之
遁
寺
枇
中
b
念
度
可
a
・
有
御
申
偶
・
候
。

十
二
月
廿
三
日

山

右

皐近

菊横

池

大

右
は
寛
文
元
年
也
。

按
宇
る
に
、
諸
士
の
召
仕
ふ
下
俣
の
次
第
に
て
も
、
馬
捕
は
鎗
持
の
引

衣
に

τ、
上
等
の
小
者
也
。
務
侯
の
下
僕
も
、
三
十
人
組
小
者
の
指

衣
は
、
御
馬
捕
仲
間
小
者
也
。
馬
捕
は
馬
を
取
扱
ふ
ゆ
ゑ
の
名
綿
花

τ、
仲
間
の
名
は
む
か
し
は
中
間
と
書
き
た
り
け
ん
、
白
山
荘
般
競

中
記
録
貞
治
二
年
の
僚
に
、
働
限
坊
J

中
間
又
次
郎
男
と
見
b
、
汲
古

ハ
幽
臥
}

北
勧
銀
に
職
せ
た
る
暦
感
三
年
十
一
月
得
江
九
郎
額
員
申
寧
忠
放
に

中
間
源
四
郎
、
同
二
年
十
二
月
の
寧
忠
放
に
中
間
左
近
次
郎
信
忠
と

あ
り
。
此
の
外
記
録
共
犯
中
聞
の
名
彼
是
見
ね
た
り
。
此
は
小
人
の

上
等
に
て
、
若
篤
と
小
者
と
の
閲
た
る
者
ゆ
ゑ
に
中
間
と
は
呼
び
そ

め
た
る
に
や
。
ま
た
之
を
舎
人
と
い
へ
り
。
和
訓
架
花
、
史
実
紀
の

註
に
舎
人
立
=
厩
内
-
小
吏
官
名
と
い
ふ
に
よ
れ
る
成
ぺ
し
。
大
嘗
曾

記
に
も
蛸
酬
の
舎
人
と
い
ひ
、
東
鑑
に
も
御
殿
J

舎
人
と
見
ね
た
り
。
と

ニ
九




